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大
磯
海
水
浴
場
は
、
現
代
に
つ
な

が
る
リ
ゾ
ー
ト
海
水
浴
の
発
祥
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
、
歴
史
あ
る
海
水
浴
場

で
す
。
１
３
０
年
も
前
に
、
ど
の
よ

う
に
大
磯
に
海
水
浴
場
が
開
設
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
。

Ｑ
．
大
磯
海
水
浴
場
は
い
つ
、

　

誰
が
、
ど
こ
に
開
い
た
の
？

Ａ
．
明
治
18
年（
１
８
８
５
年
）、
松

本
順（
良
順
）に
よ
っ
て
、
現
在
の

照
ヶ
崎
海
岸
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
．
松
本
順
が
海
水
浴
に
興
味

　

を
も
っ
た
の
は
、
な
ぜ
？

Ａ
．
江
戸
末
期
に
長
崎
で
オ
ラ
ン
ダ

医
学
を
学
ん
で
い
た
松
本
は
、
一

冊
の
書
『
ワ
ー
ト
ル

篤
兒
薬
性
論
』に
出

会
い
ま
す
。
こ
の
書
に
は
、
海
水

の
内
服
及
び
海
水
浴
の
主
な
効
用
、

諸
症
状
に
お
け
る
各
海
水
浴
法
と

そ
れ
に
伴
う
効
用
な
ど
に
つ
い
て

書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
、
欧

州
に
お
い
て
は
、
海
水
浴
の
有
効

性
が
唱
え
ら
れ
、
広
く
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
読
み
、
海
水

浴
に
興
味
を
持
っ
た
松
本
は
、
医

学
的
見
地
か
ら
日
本
に
お
け
る
海

水
浴
場
の
必
要
性
を
確
信
し
た
の

で
す
。

Ｑ
．
松
本
順
は
、
な
ぜ
、〝
大
磯
〞

　

に
海
水
浴
場
を
開
い
た
の
？

Ａ
．
明
治
18
年（
１
８
８
５
年
）に
陸

軍
軍
医
総
監
を
退
官
後
、
い
よ
い

よ
海
水
浴
場
地
の
選
定
を
す
す
め

ま
す
。
東
京
近
郊
地
で
あ
る
小
田

原
を
候
補
に
挙
げ
ま
し
た
が
、
小

田
原
の
人
々
は
松
本
の
話
に
耳
を

貸
さ
ず
、
開
設
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
帰
途
に
大
磯
に
宿
泊
し

た
松
本
が
こ
の
地
を
調
査
す
る
と
、

こ
れ
ま
で
松
本
が
実
験
に
よ
っ
て

得
た
海
水
浴
場
の
条
件
に
す
べ
て

あ
て
は
ま
り
ま
し
た
。

　
　

宿
駅
制
度
の
廃
止
に
よ
っ
て
経

済
的
に
打
撃
を
受
け
た
大
磯
の
今

後
の
状
況
を
危
惧
し
た
町
民
の
協

力
を
得
て
、
明
治
18
年
、
現
在
の

照
ヶ
崎
海
岸
に
大
磯
海
水
浴
場
を

開
設
し
た
の
で
す
。

　

開
設
に
こ
ぎ
つ
け
た
松
本
順
は
、

大
磯
海
水
浴
場
の
宣
伝
に
力
を
注

ぎ
ま
す
。

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
人
々
が
大
磯

　

に
や
っ
て
き
た
の
？

Ａ
．
大
磯
海
水
浴
場
に
は
、
明
治
20

年（
１
８
８
７
年
）、
東
海
道
線
横

浜
・
国
府
津
間
開
通
に
よ
り
、
大

磯
駅
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
京

浜
地
方
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま

し
た
。
そ
の
当
時
は
、
現
代
の
よ

う
に
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
海
水
浴

場
で
は
な
く
、
転
地
療
養
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
経

済
的
に
余
裕
の
あ
る
海
水
浴
客
は
、

大
磯
で
の
滞
在
を
よ
り
快
適
に
す

る
た
め
、
別
荘
を
構
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
　

そ
の
先
駆
け
が
松
本
と
親
交
の

深
い
山
県
有
朋
で
す
。
明
治
20
年
、

現
大
磯
中
学
校
の
地
に
「
小
淘
庵

（
お
ゆ
る
ぎ
あ
ん
）」を
建
て
ま
し

た
。
そ
の
後
、
松
本
本
人
や
軍
医

総
監
を
務
め
た
橋
本
綱
常
、
高
木

兼
寛
ら
も
相
次
い
で
別
荘
を
構
え

た
こ
と
に
よ
り
、
保
養
地
と
し
て

の
大
磯
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
　

明
治
30
年
代
に
は
伊
藤
博
文
、

陸
奥
宗
光
な
ど
の
政
治
家
や
三

井
・
三
菱
と
い
っ
た
財
閥
の
関
係

者
、
尾
上
菊
五
郎
や
中
村
吉
右
衛

門
、
片
岡
仁
左
衛
門
ら
有
名
歌
舞

伎
役
者
な
ど
、
今
で
い
う
セ
レ
ブ

が
次
々
と
別
荘
を
構
え
、
明
治
38

年
に
は
別
荘
の
数
は
１
６
０
軒
に

達
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
松
本
順
は
ど
の
よ
う
に

　

海
水
浴
場
を
宣
伝
し
た
の
？

Ａ
．
開
設
の
翌
年
、
コ
レ
ラ
の
流
行

で
大
磯
海
水
浴
場
は
人
出
が
激
減

し
ま
す
が
、
明
治
20
年
東
海
道
線

の
開
通
に
よ
り
、
再
び
賑
わ
い
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
松
本
は
一
層
、
海
水
浴
場
の

宣
伝
に
力
を
い
れ
ま
す
。

日
本
一
の
海
水
浴
場
に
！！

　

明
治
41
年
に
日
本
新
聞
社
が
実
施

し
た
避
暑
地
百
選
の
全
国
投
票
で
、

第
二
位
の
軽
井
沢
に
大
差
を
つ
け
て

大
磯
が
一
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
磯
駅
前
に
あ
る
「
海
内
第
一
避

暑
地
」
の
碑
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て

建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

医
療
行
為
と
し
て
広
ま
っ
た
海
水

浴
は
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
そ
の

目
的
は
医
療
か
ら
娯
楽
へ
と
変
化

し
、
夏
の
代
表
的
な
レ
ジ
ャ
ー
へ
と

成
長
し
ま
し
た
。

①
明
治
20
年
８
月
、
診
療
所
兼
旅
館

「
禱と
う

龍り
ゅ
う
か
ん

館
」
を
開
業
。

②
南
本
町
に
あ
る
讃
岐
屋
に
名
物
虎

子
饅
頭
を
作
ら
せ
東
京
・
京
浜
の

名
士
ら
に
宣
伝
。

③
私
財
を
投
じ
て
、
当
時
非
常
に
影

響
力
の
あ
っ
た
歌
舞
伎
役
者
、
尾

上
菊
五
郎
や
中
村
福
助
、
市
川
左

團
次
を
招
待
し
、
河
竹
黙
阿
弥
に

筆
を
と
ら
せ
た
「
名
大
磯
湯
場
の

対
面
」
を
新
富
座
で
公
演
。
新
富

座
で
上
演
さ
れ
た
こ
の
演
目
は
、

東
京
で
大
評
判
と
な
り
、
大
磯
は

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
脚
光
を
浴
び

ま
し
た
。

　

大
磯
に
寒
湯
治
に
や
っ
て
き
た
曽

我
十
郎
・
五
郎
兄
弟
な
ら
ぬ
佐
賀
十

太
郎
・
五
郎
吉
兄
弟
と
新
橋
芸
者

お
虎
た
ち
が
、
大
磯
観
光
か
ら
宿
泊

す
る
禱
龍
館
へ
戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
る
こ
の
演
目
は
、
避
暑
地

と
し
て
だ
け
で
な
く
避
寒
地
と
し
て

の
大
磯
を
宣
伝
し
て
い
ま
す
。

　

天
保
３
年（
１
８
３
２
年
）に
生

ま
れ
、
幼
名
を
順
之
助
、
後
に
良

順
、
順
と
改
名
し
て
い
ま
す
。

　

新
撰
組
の
近
藤
勇
の
胃
腸
炎
の

治
療
を
し
、
土
方
歳
三
の
骨
折
の
手

術
を
し
た
医
者
で
す
。
ま
た
、
江
戸

幕
府
14
代
将
軍
家
茂
の
最
期
の
脈

を
と
り
、
15
代
将
軍
慶
喜
の
侍
医

で
も
あ
り
ま
し
た
。
初
代
陸
軍
軍
医

総
監
と
な
り
、
退
官
後
、
海
水
浴

場
好
適
地
の
選
定
を
す
す
め
、
明
治

40
年（
１
９
０
７
年
）、
大
磯
の
邸
宅

で
満
74
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

松
本　

順

▲明治中期～末期の大磯海水浴場

「
名な

に

大
磯
湯
場
の
対
面
」▲海内第一避暑地の碑

▲大磯禱龍館之図（明治24年）（歌舞伎役者は尾上菊五郎）

from 1885 to2014　みんなで泳いだ130年！

大
磯
海
水

が
る
リ
ゾ
ー

わ
れ
る
ほ
ど

で
す
。
１
３

う
に
大
磯
に

た
の
で
し
ょ

Ｑ
．
大
磯

誰
が
、

Ａ
．
明
治
18

大
磯
海
水
浴
場
は

開
設
130
年
目
を

迎
え
ま
す
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